
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
八
月
に
完
成
、
後
水
尾
院
に
献
上
さ
れ
た
「
西

湖
詩
」
競
作
か
ら
五
ヶ
月
後
の
寛
文
四
年
正
月
、
後
水
尾
院
は
「
詩
仙
絵
」

制
作
を
企
図
し
、
そ
の
賛
詩
を
五
山
僧
に
揮
毫
さ
せ
る
べ
く
命
を
下
し
た
。

（
２
）

「
隔
茸
記
』
寛
文
四
年
正
月
四
日
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
二
）
、
後
水
尾
法
皇
は
相
国
寺
暗
雲
軒

の
鳳
林
承
章
と
と
も
に
五
山
学
僧
を
主
導
し
、
画
壇
と
も
連
携
し
つ
つ
多
彩

な
文
学
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
が
寛
文
三
年
の
「
西
湖
図
」
を
契

（
１
）

機
と
し
た
事
例
で
あ
り
、
既
に
拙
稿
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
そ

の
際
の
課
題
を
踏
ま
え
、
後
水
尾
院
が
寛
文
年
間
、
五
山
文
壇
を
牽
引
し
た

意
図
に
つ
い
て
、
更
に
考
察
を
深
め
た
い
と
思
う
同
》

後
水
尾
院
と
寛
文
年
間
の
五
山
文
嬉
一

は
じ
め
に

Ｉ
「
詩
仙
色
紙
」
・
「
列
仙
伝
団
扇
」
そ
し
て
「
湖
山
十
境
色
紙
」
Ｉ

院
が
草
稿
や
清
書
用
色
紙
と
と
も
に
、
三
十
六
詩
仙
の
図
像
を
鳳
林
に
渡
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
西
湖
詩
」
競
作
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
構
想
で
あ
っ

た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

さ
て
、
石
川
丈
山
の
詩
仙
堂
で
名
高
い
「
三
十
六
詩
仙
」
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
門
脇
む
つ
み
氏
が
「
詩
仙
図
に
つ
い
て
」
（
「
文
学
」
第
十
一
巻
第
三

号
．
二
○
一
○
・
五
）
で
寛
永
年
間
の
事
例
を
中
心
に
検
討
し
、
「
隔
箕

記
』
所
載
の
記
事
に
つ
い
て
も
簡
単
に
言
及
し
て
い
る
。
林
羅
山
没
後
、
丈

山
も
傘
寿
を
過
ぎ
た
寛
文
年
間
、
詩
仙
図
は
未
だ
後
水
尾
院
を
誘
慕
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
以
下
、
院
と
五
山
文
壇
と
の
協
同
を
端
緒
に
、
こ
の
文
事
の

意
義
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

近
世
初
期
堂
上
歌
壇
と
「
三
十
六
歌
仙
」
の
関
係
が
深
い
こ
と
は
よ
く
知

（
３
）

ら
れ
て
い
る
。
万
治
年
間
及
び
寛
文
年
間
成
立
の
二
つ
の
狩
野
永
納
筆
『
三

仙
洞
仰
日
、
詩
仙
之
絵
像
三
十
六
人
・
御
色
紙
三
十
六
枚
・
御
草
被

下
、
五
山
東
堂
・
西
堂
一
枚
充
可
致
書
写
之
事
、
可
申
渡
之
旨
、
被

仰
付
、
詩
仙
像
井
御
色
紙
被
渡
下
、
謹
請
取
、
畏
奉
者
也
。

中
本
大
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十
六
人
歌
仙
』
や
寛
文
元
年
以
前
成
立
の
「
三
十
六
人
歌
仙
御
手
鏡
』
、
寛

文
二
年
以
前
成
立
の
「
三
十
六
人
歌
仙
寄
合
書
」
な
ど
、
後
水
尾
院
が
主
導

す
る
歌
壇
の
周
辺
で
は
「
三
十
六
歌
仙
」
関
連
の
作
例
に
事
欠
か
な
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
に
先
立
つ
寛
永
十
三
年
に
は
、
後
水
尾
院
自
ら
も
大
造
替
の

際
、
日
光
東
照
宮
拝
殿
を
飾
る
「
三
十
六
歌
仙
勅
額
」
の
和
歌
を
染
筆
し
た

（
４
）

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
勅
額
の
図
像
は
南
禅
寺
金
地
院
東
照
宮
拝
殿
欄

間
の
「
三
十
六
歌
仙
額
」
と
同
様
、
院
が
愛
顧
し
た
宮
廷
絵
師
、
土
佐
光
起

が
腕
を
揮
っ
た
も
の
で
、
ま
さ
に
寛
永
文
化
の
粋
と
も
言
う
べ
き
作
品
で
あ

る
。
こ
う
し
た
著
名
な
作
品
以
外
に
も
、
『
隔
黄
記
」
寛
文
三
年
正
月
十
七

日
条
に
は
、
後
水
尾
院
が
山
本
友
我
に
命
じ
て
歌
仙
絵
を
描
か
せ
、
献
上
さ

せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
院
の
歌
仙
絵
へ
の
関
心
が
槌
せ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
事
の
翌
年
の
寛
文
五
年
、
「
集
外
三
十
六
歌

仙
」
を
撰
進
し
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
愛
慕
の
集
大
成
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
近
世
初
期
の
歌
仙
絵
と
、
詩
仙
絵
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
類
作
を

概
観
し
た
と
き
、
寛
文
年
間
が
重
要
な
画
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
改
め
て
指

摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
水
尾
院
の
「
詩
仙
絵
」
文
事
に
先
立

つ
寛
文
元
年
、
歌
仙
絵
に
発
想
を
得
た
南
北
朝
期
の
真
言
僧
、
栄
海
の
手
に

な
る
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
』
の
版
本
二
種
が
京
都
で
相
次
い
で
版
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
第
一
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
版
元
の
一
人
、
京
都

の
林
和
泉
橡
は
拙
稿
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
七

月
、
中
国
西
湖
の
四
季
の
景
勝
を
詠
じ
た
中
国
明
代
の
文
人
、
高
榛
著
『
四

時
幽
賞
」
を
出
版
し
て
お
り
、
間
接
的
で
は
あ
る
も
の
の
後
水
尾
院
の
文
事

と
も
関
連
の
深
い
人
物
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
趨
勢
の
な
か
、
後
水
尾

南
禅
寺
へ
は
盟
友
の
「
吉
東
堂
」
、
す
な
わ
ち
相
国
寺
慈
照
院
の
覚
雲
顕
吉

と
同
道
し
て
い
る
。
僧
録
で
あ
る
金
地
院
主
、
竺
隠
崇
五
に
配
盧
す
る
必
要

は
あ
っ
た
も
の
の
、
院
の
文
事
の
実
質
的
主
導
者
は
や
は
り
鳳
林
承
章
な
の

で
あ
っ
た
ｃ

こ
の
度
の
文
事
か
ら
は
如
何
な
る
意
義
が
見
出
せ
る
か
。
そ
れ
を
考
究
す

る
上
で
鍵
と
な
る
記
述
が
、
同
年
正
月
九
日
条
に
見
ら
れ
る
。

院
は
あ
た
か
も
寛
永
年
間
の
「
詩
仙
」
を
め
ぐ
る
営
為
を
再
現
す
る
か
の
よ

う
に
、
五
山
学
僧
に
色
紙
へ
の
揮
毫
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

院
の
意
向
を
承
け
た
鳳
林
は
そ
の
職
務
に
奔
走
し
て
い
る
。
命
の
下
さ
れ

た
翌
々
日
の
六
日
、
鳳
林
は
南
禅
寺
金
地
院
僧
録
に
赴
き
、
院
の
意
向
を
説

明
、
周
知
し
て
い
る
。

鳳
林
が
出
向
い
た
武
田
壽
栓
と
は
武
田
信
徳
で
あ
る
。
武
田
氏
の
傍
流

予
令
出
京
、
赴
武
田
壽
栓
、
畦
刺
踏
皮
二
足
令
持
参
、
被
呼
入
、
相

対
也
。
依
仙
洞
仰
、
詩
仙
之
詩
令
持
参
、
五
岳
之
出
世
衆
江
被
仰
付

也
。
字
誤
亦
有
哉
否
、
石
川
常
山
老
江
相
談
被
仕
之
事
、
壽
佳
江
申
談

也
。

赴
金
地
院
、
則
吉
東
堂
・
求
首
座
先
被
居
也
。
対
金
地
院
、
而
伸
上

洛
珍
重
、
而
法
皇
仰
之
趣
令
演
説
、
今
度
被
仰
詩
仙
色
紙
之
事
、

申
談
也
。

一
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で
、
幕
臣
川
窪
家
の
出
自
で
あ
っ
た
（
・
壽
佳
は
鳳
林
の
知
己
で
、
先
に
引
用

し
た
「
隔
黄
記
」
正
月
四
日
条
に
記
さ
れ
る
後
水
尾
院
よ
り
下
さ
れ
た
「
御

草
」
に
誤
字
が
な
い
か
を
直
接
相
談
す
る
た
め
、
石
川
丈
山
へ
の
取
り
次
ぎ

を
頼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
後
水
尾
院
や
鳳
林
が
丈
山
や
林
羅

山
の
先
例
を
参
考
に
、
詩
仙
絵
制
作
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
院
は
林
羅
山
・
鶯
峰
・
春
徳
親
子
が
試
み
た
「
詩

仙
」
・
『
儒
仙
」
・
『
武
仙
』
の
よ
う
に
新
作
の
賛
詩
を
新
た
に
作
成
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
た
の
で
は
な
く
、
既
存
の
画
賛
詩
、
中
で
も
丈
山
の
詩
仙
堂
に

掲
げ
ら
れ
る
七
絶
を
五
山
僧
に
書
写
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
し
て
困
難
な
依
頼
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
寛
文
三
年
の
「
西
湖
詩
」
文

事
と
は
異
な
り
、
鳳
林
が
そ
の
遂
行
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
は
窺
え
な
い
。

『
隔
茸
記
』
に
は
同
月
二
十
四
日
条
に
、
「
詩
仙
之
下
書
、
音
首
座
・
厚
西
堂

江
頼
、
四
五
枚
充
遣
、
出
来
、
而
来
也
」
と
簡
潔
に
記
さ
れ
る
一
方
、
こ
の

頃
、
後
西
院
御
所
の
和
歌
御
会
で
催
行
さ
れ
る
和
漢
聯
句
の
準
備
に
忙
殺
さ

れ
る
様
子
に
筆
が
割
か
れ
、
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
詩
仙
」
色
紙
へ
の
揮
毫
に
つ
い
て
次
に
鳳
林
が
記
す
の
は
、
正
月
晦
日

条
で
あ
る
。

「
西
湖
詩
」
文
事
と
は
異
な
り
、
こ
の
度
は
東
福
寺
か
ら
虎
伯
大
宣
・
南

予
赴
東
福
寺
。
…
．
：
中
略
：
．
…
赴
常
楽
庵
、
而
対
湘
雪
西
堂
、
自

法
皇
、
被
仰
付
、
詩
仙
詩
被
書
写
御
色
紙
、
相
渡
也
。
宣
長
老
・
周

長
老
・
玩
西
堂
・
崇
西
堂
、
此
四
人
也
。

後
水
尾
院
と
寛
文
年
間
の
五
山
文
壇

今
回
の
五
山
僧
の
揮
毫
に
際
し
て
、
正
月
四
日
条
で
記
さ
れ
て
い
た
よ
う

に
、
後
水
尾
院
か
ら
鳳
林
に
、
着
賛
し
た
色
紙
と
と
も
に
貼
付
す
べ
き
図
像

が
、
予
め
手
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
ち

ょ
う
ど
一
箇
月
後
に
院
に
返
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
図
像
は

一
度
、
着
賛
し
た
五
山
僧
各
人
の
手
元
に
配
布
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
図
像
に
つ
い
て
鳳
林
が
一

切
言
及
し
な
い
寛
文
三
年
の
「
西
湖
詩
」
競
作
で
は
、
や
は
り
図
画
は
事
前

に
着
賛
者
に
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い

林
永
周
・
湘
雪
守
玩
・
泰
岳
明
宗
と
い
う
四
名
の
学
僧
が
選
出
さ
れ
て
い
る

の
は
興
味
深
い
§
「
三
十
六
」
と
い
う
執
筆
者
数
の
多
さ
が
そ
の
理
由
と
考

え
ら
れ
る
。

今
回
の
文
事
も
比
較
的
順
調
な
執
行
で
あ
っ
た
。
翌
二
月
二
日
条
に
は

「
南
禅
寺
諸
老
七
人
分
色
紙
」
と
「
下
書
」
を
直
接
、
金
地
院
ま
で
出
向
い

て
僧
録
に
渡
し
た
こ
と
を
記
し
、
翌
三
日
条
で
は
天
龍
寺
妙
智
院
の
補
仲
等

修
に
「
天
龍
寺
衆
六
人
」
の
「
詩
仙
之
詩
害
写
之
色
紙
」
を
遣
わ
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
事
に
関
わ
っ
て
注
目
す
べ
き
は
、
翌
二
月
四
日
条
に
記
さ
れ
た
次

の
記
述
で
あ
る
。

自
新
院
御
所
、
被
仰
出
、
和
漢
之
入
韻
句
致
愚
吟
、
持
参
仕
、

窺
法
皇
天
気
也
。
先
日
被
仰
付
、
詩
仙
之
人
形
絵
三
十
六
枚
今
日

奉
返
上
也
。

一
一
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の
で
あ
る
。

さ
て
、
「
隔
茸
記
」
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
図
像
を
後
水
尾
院
に
返
却
し

た
こ
の
日
、
鳳
林
が
新
院
、
す
な
わ
ち
後
西
院
を
訪
れ
た
の
は
新
院
御
所
で

催
さ
れ
る
和
漢
聯
句
の
準
備
の
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
鳳
林
は
室
町
時

代
末
期
の
建
仁
寺
大
統
院
の
学
僧
、
古
澗
慈
稽
自
筆
の
『
略
韻
」
を
大
統
院

（
５
）

か
ら
借
り
出
し
、
そ
れ
を
後
西
院
に
献
上
し
て
い
る
。
こ
の
折
の
献
上
は
あ

く
ま
で
後
西
院
に
貸
与
し
た
も
の
で
、
院
に
代
わ
っ
て
そ
の
借
用
書
を
認
め

た
の
が
近
臣
の
「
平
相
公
」
、
す
な
わ
ち
平
松
時
量
で
あ
っ
た
。
京
都
大
学

附
属
図
書
館
蔵
平
松
家
文
庫
に
は
拙
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
「
西
湖
詩
」

文
事
で
制
作
さ
れ
た
十
二
首
の
七
言
絶
句
を
記
し
た
『
住
吉
西
湖
詩
歌
」
と

い
う
写
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
写
者
と
目
さ
れ
る
の
が
平
松
時
量
な

の
で
あ
る
。
彼
が
寛
文
年
間
の
後
水
尾
院
周
辺
文
事
の
成
果
を
記
録
と
し
て

留
め
て
い
る
の
は
、
鳳
林
を
中
心
と
す
る
五
山
文
壇
の
影
響
力
や
牽
引
力
を

示
す
証
左
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

な
お
同
日
、
『
隔
箕
記
」
二
月
四
日
条
に
は
、
金
地
院
か
ら
一
昨
日
、
鳳

林
が
持
参
し
た
南
禅
寺
衆
七
名
の
色
紙
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
更
に
同
月
十
四
日
条
に
は
天
龍
寺
の
雲
峯
承
需
が
清
書
色
紙
を
持
参
、

鳳
林
を
訪
問
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
一
方
、
天
龍
寺
妙
智
院
の
寿
覚
西
堂
か

ら
は
「
今
度
之
御
色
紙
書
直
」
が
届
け
ら
れ
た
。
書
式
に
不
備
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
続
く
十
五
日
に
は
東
福
寺
の
湘
雪
守
玩
か
ら
清
書
色
紙
が
届
け

ら
れ
た
ｃ

こ
の
後
、
色
紙
受
け
取
り
の
詳
細
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
清
書
色
紙
は

鳳
林
の
手
元
に
着
実
に
集
ま
っ
て
い
た
。
二
月
二
十
九
日
条
に
は
次
の
記
述

鳳
林
の
手
元
に
集
め
ら
れ
た
色
紙
は
三
十
五
枚
。
一
枚
足
り
な
い
の
は
鳳

林
の
盟
友
、
相
国
寺
慈
照
院
の
覚
雲
顕
吉
で
、
覚
雲
の
み
別
途
、
直
接
持
参

し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
以
前
拙
稿
で
述
べ
た
寛
文
三
年
の

「
西
湖
詩
」
文
事
の
際
、
鳳
林
が
後
水
尾
院
に
献
呈
し
た
色
紙
に
覚
雲
の
名

が
見
え
な
か
っ
た
事
情
が
付
度
で
き
る
の
で
あ
る
。
慶
安
四
（
一
六
五
二

年
、
後
水
尾
院
出
家
に
際
し
て
剃
髪
師
を
務
め
た
覚
雲
は
、
鳳
林
に
は
及
ば

な
い
も
の
の
、
院
と
特
に
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
傍
線

部
、
院
が
着
賛
者
の
名
を
逐
一
、
鳳
林
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
か
ら
、
今
回
の
文

事
に
関
わ
る
揮
毫
者
の
選
定
に
は
後
水
尾
院
は
一
切
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

も
の
の
、
全
幅
の
信
頼
を
置
く
鳳
林
の
手
腕
に
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
の
で
あ
る
。

寛
文
年
間
、
「
詩
仙
」
色
紙
が
注
目
さ
れ
た
の
は
京
都
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
寛
文
六
年
正
月
、
江
戸
の
六
義
堂
が
梅
花
洞
（
堂
）
と
改
め
ら
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
「
国
史
館
日
録
』
（
史
料
募
集
所
収
）
寛
文
六
年
正
月
十
五
日

条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

が
見
ら
れ
る
。

致
干
法
皇
伺
公
、
而
内
々
被
仰
付
、
五
山
出
世
長
老
・
西
堂
江

被
仰
付
、
詩
仙
之
御
色
紙
書
写
、
皆
々
出
来
、
御
色
紙
持
参
、
致
献

上
也
。
吉
長
老
一
人
者
持
参
仕
、
北
面
所
迄
致
伺
公
之
旨
、
被
申
故
、

三
十
五
人
分
指
上
也
。
御
対
面
也
。
逐
一
僧
名
御
尋
、
申
上
也
。

四



早
逝
し
た
弟
、
靖
（
春
徳
）
の
才
能
を
哀
惜
し
続
け
て
い
た
林
鴦
峰
に
と

っ
て
亡
父
、
羅
山
と
亡
弟
と
で
営
ん
だ
寛
永
二
十
年
の
「
詩
仙
」
色
紙
は
、

生
涯
の
記
憶
と
し
て
胸
に
刻
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
記
憶
の
象
徴
と

し
て
の
色
紙
は
、
破
損
を
恐
れ
た
鴦
峰
の
息
子
、
春
信
に
よ
っ
て
壁
間
か
ら

外
さ
れ
、
珍
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
寛
永
年
間
の
成
果
が
寛
文
年
間
、

林
家
に
お
け
る
古
典
と
し
て
確
立
し
て
い
く
契
機
が
看
取
で
き
る
で
あ
る

、
『
ノ
Ｏ

寛
文
年
間
、
林
家
を
中
心
に
歌
仙
・
詩
仙
を
敷
術
す
る
か
の
よ
う
な
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
く
様
相
は
、
門
脇
氏
が
既
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
の

情
勢
と
軌
を
一
に
し
て
ｌ
あ
た
か
も
江
戸
の
動
向
を
悉
知
し
て
い
た
か
の

よ
う
に
、
後
水
尾
院
が
、
五
山
学
僧
を
動
員
し
て
詩
仙
色
紙
を
認
め
さ
せ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
ｃ

後
水
尾
院
の
詩
仙
色
紙
制
作
意
図
を
探
る
前
に
、
寛
文
六
年
の
別
の
事
例

に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。

「
隔
茸
記
」
寛
文
六
年
二
月
十
七
日
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

館
事
畢
、
館
衆
各
会
干
梅
花
洞
。
依
春
信
催
雅
興
也
。
梅
花
洞
乃
六

義
堂
也
。
旧
臘
修
飾
之
時
、
植
梅
一
鉢
干
庭
而
改
其
名
。
此
壁
所
貼
詩

仙
賛
、
先
考
及
余
与
亡
弟
靖
自
筆
也
。
信
盧
其
破
損
而
珍
蔵
之
。

■■■■■■■■後
水
尾
院
と
寛
文
年
間
の
五
山
文
壇

「
列
仙
伝
之
書
物
」
と
は
『
有
象
列
仙
全
伝
」
（
『
列
仙
全
伝
」
）
所
載
の
テ
キ

ス
ト
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
明
代
の
王
世
貞
編
、
汪
雲
鵬
後
補
、
李
肇

龍
の
序
が
付
さ
れ
た
万
暦
二
十
八
（
一
六
○
○
）
年
刊
行
の
帯
図
本
は
偽
書

と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
日
本
で
は
慶
安
三
（
一
六
五
○
）
年
刊
の
和
刻
本

を
は
じ
め
版
行
が
重
ね
ら
れ
た
人
気
書
目
で
あ
っ
た
。
日
本
に
齋
さ
れ
て
後

は
、
林
羅
山
編
と
さ
れ
る
『
後
素
説
」
が
典
拠
と
し
て
用
い
る
の
を
は
じ

め
、
元
和
年
間
成
立
の
狩
野
一
渓
編
『
後
素
集
』
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
文
壇
の
み
な
ら
ず
画
壇
へ
の
影
響
力
も
小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
が

↑
６
－

知
ら
れ
る
。
こ
の
典
籍
に
つ
い
て
は
佐
藤
義
寛
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、

そ
れ
以
上
の
贄
言
は
こ
こ
で
は
不
要
で
あ
る
も
の
の
、
佐
藤
氏
も
述
べ
ら
れ

る
よ
う
に
、
同
じ
く
明
代
万
暦
年
間
刊
行
の
帯
図
本
「
仙
仏
奇
畭
」
と
の
関

連
が
深
い
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
の
俵
屋
宗
達
が
粉
本
と
し

て
用
い
た
こ
と
で
も
名
高
い
『
仙
仏
奇
畭
』
は
、
林
羅
山
の
手
沢
本
が
内
閣

－
７
）

文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
渡
の
仙
伝
の
日
本
で
の
受
容
、
普
及

に
際
し
て
、
影
響
力
を
誇
っ
た
の
が
林
家
な
の
で
あ
っ
た
。
室
町
時
代
、
漢

籍
受
容
に
お
い
て
五
山
文
壇
が
担
っ
て
い
た
役
割
が
、
林
家
を
中
心
と
す
る

儒
者
や
新
興
の
勢
力
ｌ
角
倉
素
庵
を
は
じ
め
と
す
る
町
衆
や
尾
張
の
徳
川

義
直
な
ど
大
名
家
の
庇
護
者
ｌ
に
移
っ
た
こ
と
を
示
す
如
実
な
具
体
例
の

一
つ
が
『
仙
仏
奇
畭
』
で
あ
り
、
「
列
仙
全
伝
」
な
の
で
あ
る
。

自
法
皇
、
被
仰
出
、
列
仙
伝
之
書
物
・
唐
紙
団
扇
一
片
投
慈
照

院
与
冨
春
軒
向
寺
也
。
列
仙
伝
之
書
物
下
書
井
団
扇
唐
紙
一
枚
投
厚
西

堂
也
。

五



今
回
、
五
山
僧
に
揮
毫
さ
せ
た
の
は
、
色
紙
で
は
な
く
団
扇
で
あ
っ
た
。

扇
面
で
は
な
く
団
扇
で
あ
る
の
が
興
味
深
い
も
の
の
、
十
二
と
い
う
数
か
ら

も
、
お
そ
ら
く
は
六
曲
一
双
屏
風
に
貼
交
ぜ
る
計
画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ブ
（
》
○

鳳
林
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
十
二
名
の
学
僧
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
先
掲
二

月
十
七
日
条
に
見
え
る
相
国
寺
の
覚
雲
・
春
龍
・
愚
渓
の
他
、
『
隔
箕
記
」

同
年
二
月
十
八
日
条
に
、
「
自
法
皇
、
被
仰
出
、
列
仙
伝
之
書
物
・
団

扇
於
天
龍
寿
寧
院
泉
叔
亨
東
堂
、
而
遣
也
・
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
龍
寺
の

泉
叔
、
ま
た
同
月
二
十
日
条
に
記
さ
れ
る
建
仁
寺
の
聿
天
・
三
峯
・
顕
令
及

び
東
福
寺
の
虎
伯
・
太
華
の
五
名
に
「
列
仙
伝
之
団
扇
之
書
物
」
を
遣
わ
し

て
い
る
の
を
は
じ
め
、
同
月
二
十
四
日
条
に
「
自
南
禅
惠
林
、
列
仙
伝
書
物

之
団
扇
出
来
、
而
来
、
英
仲
西
庵
亦
出
来
、
而
来
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
南

禅
寺
の
惠
林
と
英
仲
も
選
抜
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
十
一
名

に
鳳
林
を
あ
わ
せ
た
計
十
二
名
が
こ
の
文
事
の
た
め
に
選
抜
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
金
地
院
僧
録
の
竺
隠
や
南
禅
寺
天
授
庵
の
霊
里
、
さ
ら
に
天
龍
寺
妙

後
水
尾
院
は
「
列
仙
全
伝
」
の
中
か
ら
十
二
人
を
選
び
、
そ
の
伝
記
を
十

二
人
の
五
山
の
東
堂
・
西
堂
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

意
図
は
「
隔
黄
記
」
同
年
三
月
二
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

致
伺
公
法
皇
、
先
日
被
仰
出
、
列
仙
伝
之
内
十
二
人
之
伝
記
、

五
岳
長
老
・
西
堂
十
二
貝
団
扇
被
害
之
、
十
二
人
筆
痕
出
来
故
、
致
持

参
、
致
献
上
也
。
早
々
令
退
出
也
。

智
院
の
補
仲
等
の
長
老
が
関
わ
っ
て
い
な
い
の
は
、
今
回
の
文
事
が
「
列
仙

伝
之
書
物
（
か
き
も
の
）
」
、
す
な
わ
ち
「
列
仙
全
伝
」
本
文
を
団
扇
に
書
写

す
る
、
と
い
う
創
造
性
希
薄
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
で
あ
ろ
う
。
拙

稿
で
既
に
取
り
上
げ
た
「
西
湖
詩
色
紙
」
や
先
掲
「
詩
仙
色
紙
」
よ
う
に
、

絵
画
表
象
を
と
も
な
う
文
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る

も
の
の
、
そ
の
背
景
の
詳
細
が
「
隔
箕
記
』
で
明
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

文
学
的
に
は
さ
ほ
ど
注
目
す
べ
き
文
事
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
事
例
か

ら
は
「
詩
仙
色
紙
」
と
と
も
に
、
後
水
尾
院
の
個
性
が
端
的
に
看
取
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。
漢
籍
受
容
に
基
づ
く
新
た
な
表
現
世
界
の
模
索
と
い
う
点

に
お
い
て
、
そ
の
志
向
は
室
町
時
代
の
五
山
禅
僧
と
同
一
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
『
詩
仙
』
や
『
列
仙
全
伝
』
の
直
裁
的
受
容
に
五
山
僧
は
関
与

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
近
世
初
期
、
そ
れ
を
積
極
的
に
享
受
し
た
の
は
、

石
川
丈
山
や
角
倉
素
庵
な
ど
、
五
山
と
は
異
な
る
位
相
に
あ
っ
た
人
々
か
、

あ
る
い
は
林
羅
山
の
よ
う
に
、
活
躍
の
場
を
求
め
て
五
山
を
飛
び
出
し
た

人
々
で
あ
っ
た
。
後
水
尾
院
は
そ
う
し
た
人
々
の
功
績
を
認
め
、
そ
の
上
で

新
た
な
業
績
を
五
山
学
僧
に
改
め
て
相
対
化
さ
せ
る
よ
う
な
文
事
を
企
画
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
単
に
高
僧
の
揮
毫
を
求
め
た
、
と
い
う
単
純
な
趣
向
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
後
水
尾
院
の
試
み
は
、
結
果
と
し
て

江
戸
を
中
心
と
す
る
新
た
な
文
壇
の
動
向
と
軌
を
一
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
院
は
あ
く
ま
で
京
都
に
お
け
る
既
存
の
文
壇
、
つ
ま
り
五
山

叢
林
と
協
同
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
鳳
林
の
協
力
は
不

可
欠
で
あ
っ
た
も
の
の
、
後
水
尾
院
に
は
足
利
将
軍
家
や
室
町
幕
府
に
よ
っ

一
ハ



て
育
成
さ
れ
、
近
衞
家
の
一
族
や
豊
臣
秀
次
、
徳
川
家
康
ら
戦
国
時
代
の
権

力
者
が
成
長
さ
せ
た
「
五
山
」
の
存
在
意
義
に
対
す
る
敬
慕
が
見
受
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

五
山
禅
林
が
再
び
日
本
の
文
壇
を
席
捲
す
る
日
が
来
る
と
、
後
水
尾
院
が

考
え
て
い
た
の
か
、
そ
の
心
中
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

院
の
統
制
下
で
こ
う
し
た
文
事
が
継
続
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
結

果
的
に
文
壇
の
機
能
を
存
続
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の

で
あ
る
ｃ

再
び
「
詩
仙
」
に
目
を
転
じ
よ
う
。
寛
文
四
年
の
文
事
か
ら
二
年
を
経
た

寛
文
六
年
四
月
、
鳳
林
は
あ
る
貴
人
に
依
頼
さ
れ
、
詩
仙
色
紙
二
枚
を
認
め

た
。
『
隔
箕
記
」
寛
文
六
年
四
月
十
二
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ブ
（
》
○

「
以
心
庵
尊
公
」
と
は
、
後
陽
成
天
皇
第
八
皇
子
で
、
知
恩
院
初
代
門
跡
と

｛
８
〉

な
っ
た
良
純
法
親
王
の
こ
と
で
あ
る
［
ゞ
徳
川
家
康
の
猶
子
と
し
て
初
め
て
知

恩
院
に
入
寺
し
た
法
親
王
が
、
甲
斐
国
に
配
流
さ
れ
た
も
の
の
、
万
治
二

（
一
六
五
九
）
年
、
勅
許
を
得
て
帰
京
、
泉
涌
寺
に
身
を
寄
せ
た
後
、
還
俗

し
て
西
京
に
構
え
た
庵
室
が
以
心
庵
で
あ
っ
た
。
『
隔
茸
記
』
同
月
十
四
日

自
以
心
庵
尊
公
、
被
仰
下
、
詩
仙
色
紙
二
枚
書
付
也
。

－

1■■■■■、

■■■■■■■■後
水
尾
院
と
寛
文
年
間
の
五
山
文
壇

条
に
は
更
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

鳳
林
に
と
っ
て
は
以
心
庵
新
築
後
、
初
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
宮
よ
り
歌
仙

色
紙
一
枚
を
頂
戴
し
た
御
礼
を
兼
ね
、
依
頼
さ
れ
た
詩
仙
色
紙
二
枚
を
携
え

て
、
手
土
産
に
手
燭
を
持
参
し
た
鳳
林
は
、
寛
い
だ
歓
談
の
時
を
過
ご
し

た
。
良
純
法
親
王
は
後
水
尾
院
の
弟
宮
で
あ
る
。
鳳
林
と
も
浅
か
ら
ぬ
関
係

と
は
言
う
も
の
の
、
こ
こ
で
は
「
歌
仙
」
「
詩
仙
」
色
紙
の
遣
り
取
り
が
、

親
密
な
関
係
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
更
な
る
親
密
な

交
流
を
生
み
出
す
端
緒
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
実
際
こ
う

し
た
事
例
は
数
多
い
の
で
あ
る
。

『
隔
茸
記
』
同
月
六
日
条
に
は
、
「
自
芝
山
黄
門
公
、
内
々
被
頼
、
詩
仙
之

色
紙
来
、
詩
五
山
・
大
徳
之
衆
江
被
害
事
也
」
と
あ
り
、
芝
山
宣
豐
が
密
か

に
詩
仙
色
紙
を
五
山
及
び
大
徳
寺
の
学
僧
に
揮
毫
し
て
も
ら
う
よ
う
、
鳳
林

に
依
頼
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
芝
山
家
は
鳳
林
の
生
家
で
あ
る
勧
修

寺
家
の
一
門
で
、
宣
豊
は
身
内
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
後
水
尾
院
の
先
例
に

倣
う
意
図
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
宣
豊
が
鳳
林
に
依
頼
で
き

た
の
は
そ
の
親
密
な
関
係
に
因
る
も
の
で
あ
っ
た
。
次
節
で
述
べ
る
よ
う

に
、
こ
の
時
鳳
林
は
宣
豊
と
と
も
に
後
水
尾
院
の
新
た
な
文
事
を
遂
行
し
て

斎
了
、
参
以
心
庵
宮
、
歌
仙
色
紙
一
枚
被
遊
之
御
礼
井
自
以
心
庵
、

詩
仙
之
二
枚
可
書
写
之
旨
、
被
仰
、
点
愚
筆
、
令
持
参
。
以
心
庵
宮
西

京
之
新
築
数
年
伺
公
不
申
、
今
日
初
伺
公
、
手
燭
両
ヶ
令
持
参
也
。
御

逢
、
寛
々
御
打
談
也
。
鍋
鈍
被
出
也
。
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拙
稿
で
論
じ
た
寛
文
三
年
の
西
湖
図
色
紙
と
同
様
、
中
国
杭
州
の
名
勝

地
、
西
湖
を
題
材
に
し
た
色
紙
制
作
で
あ
る
も
の
の
、
今
回
は
「
湖
山
」
を

題
材
に
「
拾
人
」
に
書
写
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
西
湖
十
景
」
に
取
材

し
た
「
湖
山
十
詠
」
（
「
西
湖
十
詠
」
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
南
宋

の
祝
穆
が
地
理
書
「
方
輿
勝
覺
」
に
記
し
た
「
西
湖
十
景
」
は
平
湖
秋
月
・

蘇
堤
春
暁
・
断
橋
残
雪
・
雷
峰
落
照
・
南
屏
晩
鐘
・
麹
院
風
荷
・
花
港
観
魚

後
水
尾
院
の
五
山
文
壇
と
の
つ
な
が
り
は
更
に
深
め
ら
れ
て
い
く
。
寛
文

七
年
二
月
三
日
、
院
は
鳳
林
に
新
た
な
色
紙
染
筆
を
命
じ
た
。
「
隔
箕
記
」

同
日
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

い
た
。
「
歌
仙
」
「
詩
仙
」
色
紙
の
遣
り
取
り
が
、
信
頼
度
を
窺
う
指
標
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
『
隔
黄
記
』
同
月
十
三
日
条
で
は
、
後
水
尾
院
第
十
皇
子
の
妙
法
院

宮
尭
恕
法
親
王
が
染
筆
し
た
「
歌
仙
之
御
色
紙
」
が
鳳
林
の
も
と
に
齋
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
水
尾
院
周
辺
で
は
、
或
い
は
贈
答
歌
や
応
製

詩
に
類
す
る
ほ
ど
、
「
歌
仙
」
「
詩
仙
」
色
紙
の
贈
答
が
特
別
な
意
味
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

自
法
皇
、
被
仰
出
、
湖
山
古
詩
五
岳
長
老
・
西
堂
拾
人
御
色
紙

書
写
可
仕
事
、
可
相
調
之
旨
仰
也
。

四

と
い
う
も
の
で
、
十
景
の
定
型
に
は
拘
泥
せ
ず
、
西
湖
周
辺
を
も
広
く
絵
画

・
柳
浪
聞
鴬
・
三
潭
印
月
・
両
峰
挿
雲
の
十
景
で
あ
る
。
本
邦
で
も
室
町
時

代
以
来
、
多
く
の
学
僧
や
文
人
を
誘
慕
し
た
画
題
で
あ
り
、
詩
興
を
喚
起
す

る
景
物
で
あ
っ
た
。
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
、
狩
野
山
雪
か
ら
贈
ら
れ
た

「
西
湖
十
景
図
扇
面
」
を
那
波
活
所
に
示
さ
れ
た
藤
原
慢
窩
が
、
そ
の
感
動

（
９
）

を
文
集
に
残
し
て
い
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

「
隔
董
記
』
に
記
さ
れ
る
「
古
詩
」
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
も
の

の
、
南
宋
の
士
大
夫
、
王
希
呂
の
「
湖
山
十
詠
」
や
宋
末
元
初
の
陳
允
平
の

填
詞
を
は
じ
め
西
湖
を
題
材
に
し
た
連
作
は
数
多
い
。
後
水
尾
院
が
そ
う
し

た
漢
籍
を
書
写
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
本
邦
に
お
け
る
「
湖
山
十

詠
」
受
容
の
具
体
例
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
こ
れ
は

お
そ
ら
く
天
文
・
永
禄
年
間
に
活
躍
し
た
学
僧
、
策
彦
周
良
等
の
「
西
湖
十

景
」
屏
風
の
画
賛
を
踏
襲
、
書
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
作
品
は
策
彦
の
別
集
や
後
水
尾
院
勅
撰
の
『
翰
林
五
鳳
集
』
に
見
え
る

も
の
で
、
屏
風
は
内
裏
の
紫
辰
殿
に
置
か
れ
て
い
た
。
『
翰
林
五
鳳
集
」
巻

（
Ⅲ
）

第
五
十
二
「
八
景
」
部
所
収
の
策
彦
詩
は
、

三
天
竺
寺
西
湖
十
景
・
蒙
勅
論
作
之
。
此
屏
風
在
紫
震
殿
。

多
時
点
景
古
精
藍
多
時
点
景
す
古
精
藍

天
竺
一
峯
飛
作
三
天
竺
の
一
峯
飛
ぴ
て
三
と
作
る

春
半
山
花
開
乗
々
春
半
ば
な
れ
ば
山
花
開
く
こ
と
乗
々

秋
深
巖
桂
落
舞
々
秋
深
け
れ
ば
巖
桂
落
つ
る
こ
と
舞
々
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化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
句
「
点
景
」
は
『
策
彦
和
尚

詩
集
一
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
等
の
別
集
で
は
「
占
景
」
と
し
て
い
る
。
こ
ち

ら
に
従
う
べ
き
で
あ
り
、
「
多
時
景
を
占
む
古
精
藍
」
と
訓
読
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
後
水
尾
院
は
曽
祖
父
で
あ
る
正
親
町
天
皇
治
世
の
営
み
を
、
寛
文
年

間
の
五
山
に
再
現
し
よ
う
と
試
み
た
、
と
す
る
の
は
穿
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う

か
。

今
回
の
文
事
に
つ
い
て
鳳
林
は
、
寛
文
三
年
の
事
例
ほ
ど
多
く
の
文
辞
を

費
や
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
彼
の
繁
忙
に
あ
っ
た
。
寛
文
七
年

三
月
十
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
催
行
さ
れ
る
相
国
寺
柤
堂
供
養
法
会
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
采
配
に
奔
走
し
て
い
た
こ
と
と
、
一
渓
宗
什
の
大

徳
寺
入
寺
山
門
疏
作
成
と
が
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た
。
『
隔
箕
記
』
同
日
条

で
、
鳳
林
は
後
水
尾
院
に
法
会
の
詳
細
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、
文
事
に
ふ

れ
て
「
先
刻
被
仰
出
、
五
山
長
老
・
西
堂
書
物
之
事
、
或
在
国
、
或
老

人
、
書
写
難
成
事
申
上
」
と
、
円
滑
に
遂
行
し
難
い
旨
を
率
直
に
吐
露
し
て

い
る
。
法
皇
の
返
答
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
後
水
尾
院
は
「
則
於
常
御

所
、
而
被
召
芝
山
黄
門
、
両
人
致
伺
公
、
移
刻
、
御
雑
談
。
錦
鈍
於
御

前
、
被
下
、
酷
酒
被
下
、
書
物
人
数
書
相
定
、
書
立
也
・
」
と
あ
る
よ
う

に
、
鳳
林
の
生
家
で
あ
る
勧
修
寺
家
の
一
門
で
あ
る
芝
山
中
納
言
宣
豊
を
召

し
出
し
、
書
写
者
の
選
定
を
始
め
と
す
る
実
務
を
相
談
さ
せ
て
い
る
。

実
際
、
諸
事
の
隙
を
縫
う
よ
う
に
、
鳳
林
は
後
水
尾
院
の
「
湖
山
詩
」
文

事
を
斡
旋
し
て
い
た
。
同
月
九
日
、
南
禅
寺
を
訪
れ
た
後
、
建
仁
寺
に
向
か

っ
た
鳳
林
は
興
雲
院
の
章
天
祖
昶
を
訪
れ
た
も
の
の
、
江
州
下
向
中
の
た
め

対
面
で
き
ず
、
応
対
し
た
旭
首
座
に
聿
天
及
び
久
昌
院
の
三
峯
紹
善
宛
て
の

後
水
尾
院
と
寛
文
年
間
の
五
山
文
壇

し
か
し
右
掲
、
同
日
条
の
記
述
の
よ
う
に
、
色
紙
の
縦
横
の
書
き
方
に
統
一

が
な
か
っ
た
た
め
、
四
人
に
書
き
直
し
が
命
じ
ら
れ
、
鳳
林
は
色
紙
を
預
か

り
、
退
下
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

書
き
直
し
が
命
じ
ら
れ
た
の
は
南
禅
寺
の
惠
林
と
英
仲
で
あ
っ
た
。
同
月

二
十
三
日
条
に
は
「
惠
林
・
英
仲
害
直
之
、
自
法
皇
、
御
色
紙
、
即
刻
被

害
、
被
越
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
十
六
日
条
に
、

色
紙
を
渡
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
東
福
寺
を
訪
れ
た
鳳
林
は
龍
眠
庵
の
太
華

令
贈
に
色
紙
を
渡
し
、
書
写
を
依
頼
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
同
月
十
六
日
に
は
相
国
寺
の
愚
渓
等
厚
が
書
き
上
げ
た
色
紙
を

持
参
、
ま
た
東
福
寺
に
遣
わ
し
た
使
僧
が
太
華
の
色
紙
を
持
ち
帰
っ
て
来
た

こ
と
、
更
に
翌
十
七
日
条
に
は
南
禅
寺
の
惠
林
か
ら
色
紙
が
届
け
ら
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
愚
渓
や
惠
林
へ
の
染
筆
依
頼
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
鳳
林
が
山
門
疏
の
草
稿
を
持
参
し
て
連
日
諸
寺
を
訪
れ
る
な
か
、
恵

林
を
訪
れ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
遣
り
取
り
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
月
二
十
一
日
、
鳳
林
は
揃
っ
た
色
紙
を
後
水
尾
院
に
献
上
す
べ
く
、
院

御
所
に
向
か
っ
た
。

先
日
被
仰
出
、
湖
山
十
境
之
詩
、
五
岳
長
老
・
西
堂
十
人
被
害
、

色
紙
持
参
、
奉
献
上
。
然
則
、
色
紙
書
様
竪
横
之
書
様
違
故
、
四
人
可

書
直
、
色
紙
有
之
、
持
、
而
令
退
出
也
。
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如
上
、
寛
文
年
間
に
催
さ
れ
た
後
水
尾
院
の
命
に
よ
る
五
山
の
文
事
を
概

観
し
た
時
、
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
室
町
時
代
と
変
わ
る
こ
と
の
な
い
五

山
文
壇
の
機
能
で
あ
る
。
禁
裏
に
ほ
ど
近
い
相
国
寺
か
ら
は
既
に
五
山
を
統

治
す
る
す
べ
て
の
権
限
が
失
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
足
利
将
軍
に
寄
り
添
う

鹿
苑
院
僧
録
あ
る
い
は
蔭
涼
軒
主
の
よ
う
に
、
鳳
林
は
五
山
の
東
堂
・
西
堂

を
差
配
し
つ
つ
、
院
の
文
事
を
遂
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
室
町
幕
府
が
そ

の
権
威
の
失
墜
を
招
い
た
応
仁
文
明
の
乱
以
来
、
遂
に
そ
の
組
織
を
自
主
的

に
再
構
築
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
五
山
禅
林
が
、
新
た
な
庇
護
者
の
パ

ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
得
て
、
一
時
的
に
再
生
し
た
と
判
断
す
る
の
は
、
鳳
林
の

並
々
な
ら
ぬ
使
命
感
を
考
盧
し
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
誤
っ
た
理
解
で
は

主
の
↓
勾
斗
よ
い
ｃ

と
あ
る
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、
揮
毫
が
明
ら
か
な
の
は
、

車
天
、
三
峯
、
太
華
、
愚
渓
、
惠
林
、
英
仲
、
そ
し
て
鳳
林
と
い
う
七
名
の

み
で
あ
っ
た
。
鳳
林
の
盟
友
、
覚
雲
は
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
。
寛
文
三
年
の

「
西
湖
詩
」
文
事
と
は
そ
の
執
筆
者
の
陣
容
、
つ
ま
り
文
壇
の
主
導
者
に
明

ら
か
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

自
法
皇
、
被
仰
出
、
西
湖
十
境
之
詩
色
紙
、
五
山
諸
老
被
仰

付
、
其
内
竪
横
之
書
直
之
色
紙
囚
人
有
之
、
今
日
令
持
参
、
奉
献
上
、

於
常
御
所
、
御
対
面
也
。

お
わ
り
に

第
二
は
、
そ
の
文
事
の
対
象
が
近
世
、
特
に
元
和
寛
永
年
間
以
降
に
日
本

で
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
典
拠
に
基
づ
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
詩

仙
」
や
『
列
仙
全
伝
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
西
湖
」
も
既
に
拙
稿
で
述

べ
た
よ
う
に
寛
文
八
年
版
行
の
「
四
時
幽
賞
』
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
室
町
時
代
五
山
文
壇
が
蓄
積
し
て
き
た
成
果
を
認
識
し
た
上

で
、
新
た
な
文
学
的
潮
流
を
相
対
化
さ
せ
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

文
学
史
上
の
画
期
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
事
例
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
後
水
尾
院
と
五
山
文
壇
と
の
協
働
は
、
鳳
林
承
章
が
逝
去
し
た

寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
終
息
す
る
。
そ
の
後
、

院
は
延
宝
八
（
一
六
八
○
）
年
八
月
に
崩
御
す
る
も
の
の
、
こ
の
年
は
院
に

先
立
っ
て
徳
川
家
綱
が
莞
去
、
綱
吉
が
第
五
代
将
軍
に
就
任
し
て
い
る
。
西

鶴
が
大
坂
生
玉
神
社
で
万
句
興
行
を
催
し
た
の
は
寛
文
十
三
年
で
あ
る
。
連

歌
の
伝
統
を
学
ん
だ
西
鶴
が
時
代
の
寵
児
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
く
な

か
、
後
水
尾
院
の
五
山
文
壇
へ
の
思
い
が
、
近
世
の
漢
詩
壇
に
い
か
な
る
影

響
を
与
え
た
か
ｌ
近
世
漢
詩
の
新
奇
が
寛
文
年
間
の
五
山
文
壇
に
胚
胎
し

て
い
た
の
か
否
か
ｌ
そ
れ
を
考
究
す
る
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
だ

ろ
う
。、

王

、
、
〃
ｆ（

１
）
「
寛
文
年
間
の
五
山
の
文
事
ｌ
後
水
尾
院
の
「
西
湖
詩
」
を
め

ぐ
っ
て
ｌ
」
（
「
日
本
古
典
文
学
研
究
の
新
展
開
」
・
笠
間
書
院
・

二
○
二
・
三
）
。
以
下
、
文
中
の
「
拙
稿
」
は
す
べ
て
こ
の
論
文

に
拠
る
。

一

○



（
４
）
（
３
）
の
入
口
氏
の
発
表
に
拠
る
。

（
５
）
古
澗
慈
稽
自
筆
の
『
略
韻
」
に
つ
い
て
は
そ
の
謄
写
本
が
宮
内

庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
後
西
院
の
命
に
よ
っ
て

書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）
「
列
仙
全
伝
』
研
究
（
一
）
～
（
十
）
二
文
藝
論
叢
」
第
五
十
九
号

～
第
七
十
一
号
・
大
谷
大
學
文
藝
學
会
．
二
○
○
三
・
四
～
二
○
○

（
２
）
「
隔
彙
記
」
本
文
は
、
赤
松
俊
秀
校
訂
思
文
閣
出
版
の
テ
キ
ス
ト

に
拠
る
。

（
３
）
蔵
中
ス
ミ
『
江
戸
初
期
の
三
十
六
歌
仙
ｌ
光
琳
・
乾
山
・
永

納
」
（
翰
林
書
房
・
一
九
九
六
・
十
二
第
四
章
・
第
五
章
参
照
。

な
お
、
蔵
中
氏
が
同
書
第
四
章
「
狩
野
永
納
筆
『
三
十
六
人
歌
仙
」

に
つ
い
て
の
考
察
ｌ
歌
仙
絵
と
歌
仙
和
歌
の
問
題
ｌ
」
に
お
い
て
、

「
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
九
月
以
後
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）

七
月
以
前
」
と
推
定
し
た
永
納
筆
一
三
十
六
人
歌
仙
」
Ｂ
本
の
成
立

が
後
水
尾
院
の
文
事
と
近
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
或
い

は
五
山
僧
の
「
詩
仙
」
と
公
卿
の
「
歌
仙
」
を
一
対
に
す
る
意
図
が

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
詩
仙
図
像

の
作
者
と
し
て
狩
野
永
納
を
想
定
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
詳

細
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。
な
お
、
近
世
初
期
の
歌
仙
図
を
論
じ
た
最

新
の
研
究
と
し
て
は
、
入
口
敦
志
氏
の
研
究
発
表
「
飾
り
と
し
て
の

文
学
ｌ
肖
像
画
に
お
け
る
文
学
の
可
視
化
ｌ
」
（
日
本
近
世
文
学
会

秋
季
大
会
・
二
○
一
○
・
十
一
・
二
十
一
於
・
島
根
大
学
）
な
ど

が
あ
る
。後

水
尾
院
と
寛
文
年
間
の
五
山
文
壇

八
・
九
）
参
照
。

（
７
）
諸
本
に
つ
い
て
は
、
北
野
良
枝
二
仙
仏
奇
畭
』
の
書
誌
学
的
研

究
」
二
文
化
』
第
二
十
五
号
・
駒
沢
大
学
・
二
○
○
七
）
に
詳
し

い
。
宗
達
と
「
仙
仏
奇
院
』
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
林
進
「
絵
師
宗

達
の
居
住
地
ｌ
『
宗
舟
・
平
次
宛
角
倉
素
庵
書
状
』
の
解
釈
を
め
ぐ

っ
て
ｌ
」
二
美
術
研
究
」
第
十
八
号
．
二
○
二
・
二
）
が
最
新
の

研
究
成
果
で
あ
る
。

（
８
）
良
純
法
親
王
に
つ
い
て
は
大
内
瑞
惠
「
配
流
の
親
王
と
甲
州
ｌ

後
陽
成
天
皇
八
宮
良
純
法
親
王
」
弓
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
」

第
五
十
五
集
．
二
○
○
一
・
十
）
参
照
。

（
９
）
林
進
「
日
本
近
世
絵
画
の
図
像
学
ｌ
趣
向
と
深
意
ｌ
』
（
八
木
書

店
・
二
○
○
○
・
十
二
）
所
収
「
山
雪
「
盤
谷
図
』
ｌ
近
世
文
人
画

の
誕
生
ｌ
」
参
照
。

（
Ⅲ
）
大
日
本
仏
教
全
書
所
収
本
文
に
拠
る
。

（
な
か
も
と
・
だ
い
本
学
教
授
）

一
一


